










要約:先天性副腎過形成症マス・スクリーニングの内部精度管理システムの現状調査と外

部精度管理システムヘの要望調査を行った。さらに外部精度管理検体による同一施設内測

定間,異なる施設間,試薬製造ロット間での測定値の再現性の検討を行うとともに,カット

オフ値と再採血率との関係を検討した。

内部精度管理は回答があった43 施設中 40 施設で実施されていた。外部精度管理システム

としては直接法と抽出法の両者を希望する施設が 77.5%,現行の異常値ピックアップ方式

を希望する施設は 95.0%であった。

外部精度管理検体によるカットオフ値付近での同一施設内測定間変動は施設毎で差が認め

られ,施設間変動も使用キットによる差が認められたが,試薬製造ロット間変動は少なかっ

た。

カットオフ値は各施設で異なっているが,直接法のみで行っているのは 40 施設中 4施設あ

り抽出法を併用している施設よりも高い再採血率を示した。抽出法でのカットオフ値と再

採血率は相関していたが,同一カットオフ値でも施設により再採血率は大きく異なってい

た。


